
令和８年４月～令和８年９月

1

発生
9月11日

受信
9月11日

9月11日
水路（雨
水幹線）

田浦町４丁
目

〇 判明 なし

9月11日11時頃、原因者敷地から軽油20Lが漏
洩。付近の水路経由で、東京湾（長浦港）へ流
出。流出先付近の自衛隊職員より、横須賀海上
保安部及び横須賀市に通報。先に到着した横須
賀海上保安部及び消防局から、原因者にオイル
マットの設置を指導。横須賀海上保安部の巡視
艇が、東京湾内の軽油に、約1時間の散水を実
施。大気・水質対策課の現地到着時には、水路
に油膜が確認され、原因地付近で強い油臭が感
じられた。水路を確認したところ、現時点での
生物被害は確認されなかった。事故時等応急措
置等報告書の提出及び再発防止策の実施を指
導。9月25日報告書収受。

2

発生
9月23日

受信
9月24日

9月24日
東京湾
（深浦
湾）

浦郷町５丁
目

〇 判明 なし

9月23日23時頃、原因者場内雨水側溝に、界面
活性剤の製造タンク洗浄汚水が流出。23時50分
原因者が流出を発見し、雨水側溝のバルブを閉
栓。原因者にて土嚢の設置及びポンプでの汚水
回収を実施。原因者によると流出量は150L程度
とみられる。24日未明、原因者より119番及び
横須賀海上保安部へ通報。同日8時30分、横須
賀海上保安部より横須賀市に入電。同日中に大
気・水質対策課他現着。雨水側溝の水に対し、
PACテストを実施し、CODやpHに問題なかった
が、陰イオン界面活性剤が0.2mg/L検出され
た。異臭や異常な着色は無く、生物被害は見ら
れなかったため、調査終了。報告書及び再発防
止策の提示を指導中。

調査
月日

発生/受信
月日

発生場所

場所等 油浮遊
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